
 

 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。今年もよろしく、お願いします。 

早速ですが、ネットニュースの中で、面白い調査記事を見つけました。 教育の実践研究機関であ

る『amazing college』が、①子どもが公立小学校に通っている保護者（505 人）、

②子どもが私立小学校に通っている保護者（519人）を対象に、おこなった「小学

校教育への意見」に関する調査の結果の一部です。年度末に保護者アンケートを

取られる学校も多いと思いますが、子どもたちの未来に向けての項目等も考えて

みる参考になるのではと思います。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000112128.html （参照） 

◎これからの時代、必要だと思う能力はなにですか？（複数回答可） 

 

◎現在の小学校教育で、非認知能力は十分に伸ばしていけると思いますか？ 
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学校評価をすすめるなかで   

7割近くが「判断力」と回答さ

れ、続いて約 6割の方が「自主

性」と回答されています。自分

で判断し、意欲的に行動してほ

しいと願っておられます。働く

中で、これからの時代、非認知

的スキルが必要と実感されて

いる方が多いのではと考えま

す。 

認知的スキル：一般的な

学力 
非認知的スキル：意欲

や協調性、忍耐力、コ

ミュニケーション等測

定することができない

能力全般を指します。 

非認知的スキルの必要性を感

じているが、学校で非認知的ス

キルを伸ばしていけるかにつ

いては、不安を感じられている

保護者が多いのが見えてきま

す。また、学校だけでは育まれ

ない力だと感じておられる保

護者もおられるのではと思い

ます。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000112128.html


◎子どもに必要な能力・成長が伸ばしていける環境であれば、既存の学校教育とは違うかたちでの

教育を受けさせてもよいと思いますか？ 

 

 これからの社会では、学び続ける力が必要になってきます。そうした学びを支えるのが非認知的

スキル（社会情動的スキル）であり、学習指導要領のなかでも “学びに向かう人間性”として、位

置付けられています。1996 年の中教審答申で「生きる力」が打ち出されて以来、認知的スキルと非

認知的スキルをバランスよく育むことを目指してきましたが、この非認知的スキル（社会的情動ス

キル）を育む環境を整えられず、学校で、それも授業に目が向き、子どもが育つ仕組には目が向き

にくかったのではと、これまでを振り返ってみるとそう思えてきます。 

 非認知的スキル（社会情動的スキル）は、さまざまな「人」と関わりながら、自分自身も社会に

積極的にかかわる中で、ジワーとそれぞれの体にしみ込んでくる力だと考えます。それだけに、学

校だけでなく、地域のみなさん、保護者のみなさんといった社会全体で子どもを育てる仕組が必要

であり、だから今、コミュニティ・スクールが必要なのだと考えます。そうした仕組をつくるコミ

ュニティ・スクールが今年は広がっていけばいいなと思っています。 

 今回の調査をおこなった『amazing college』ってどんな機関と思い、ホームページを覗いてみ

ました。『amazing college』は、「子どもがつくる未来そうぞう学校」としての来春開校を目指して

おられます。「子どもがつくる未来そうぞう学校」は、大阪教育大学附属平野小学校が 2016年に創

設した「未来そうぞう科」がベースになっているそうです。子ども自身の「好き！」「やりたい！」

「知りたい！」 という好奇心や探究心からスタートした活動の中で、文部科学省の学習指導要領

の内容も学んでいく、そんなカリキュラムの構築をめざすという、これからの学びのあり方を考え

る大研究がスタートするように思えます。そうしたことを次のように書かれています。 

             

これは、カリキュラム・マネジメントをおこなっていくうえでも参考になるのではと考えます。 

（文責：北本） 
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ポジティブな回答が多いこと

から、子どもの可能性を伸ばせ

るなら、既存の学校の形態には

こだわっていないことが見え

てきます。 

コロナ禍の影響があるのかも

しれませんが、これからは、学

びの形態が広がっていくとい

う予想ができるのではと思い

ます。 

学校が変わる？ 学校を変える？ 

学習指導要領にて示されている「各教科・ 領域」 に

おける学びについて、「教科のメガネをかけかえる」

という発想で捉えなおし、子ども自身が問いを生み

出し続けることができる、学びのあり方を創り上げ

ていきます。 https://www.youtube.com/watch?v=HIYgtWnyoaA&t=18 
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https://www.youtube.com/watch?v=HIYgtWnyoaA&t=18

